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文
化
交
流
の
新
た
な
拠
点
が
　

ハ
ノ
イ
に
オ
ー
プ
ン

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
発
展
は
目
覚
し

く
、
今
後
も
年
８
％
の
経
済
成
長
が
続
く
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
有
望
な
貿
易
相
手
国

と
し
て
の
期
待
が
高
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
英
、
仏
、
独
な
ど
の

西
側
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
中
国
が
国
家
的

文
化
政
策
の
一
環
と
し
て
語
学
・
文
化
セ
ン

タ
ー
（
孔
子
学
院
）
を
設
立
し
、
韓
国
も
ま
た
、

広
報
・
文
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
な
ど
、

各
国
が
市
場
を
競
う
よ
う
に
、
活
発
に
文
化

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
、
２
０
０
５
年
度
に
派
遣
さ
れ

た
文
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
言
を
受
け
、
さ
ら

に
06
年
11
月
の
日
越
首
脳
会
談
で
の
安
倍
晋

三
前
総
理
の
発
言
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
ほ
ど

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い

事
業
拠
点
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
日
本
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
が
ハ
ノ
イ
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
対
日
イ
メ
ー

ジ
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
は
、

こ
れ
ま
で
、
政
治
・
経
済
関
係
に
偏
っ
て
い

た
き
ら
い
が
あ
り
、
今
後
は
こ
の
セ
ン
タ
ー

の
設
立
を
契
機
と
し
て
、
文
化
の
面
で
の
交

流
を
促
進
し
、
相
互
理
解
の
深
化
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係

樹
立
35
周
年
を
祝
う

３
月
10
日
、
ベ
ト
ナ
ム
日
本
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
開
設
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
日
越

外
交
関
係
樹
立
35
周
年
事
業
の
最
初
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
日
越
の
政
府
関
係
者
、
文
化

人
、
研
究
者
、
教
育
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
約
２
５
０
名
を
集
め
て
、メ
リ
ア
ホ
テ
ル

（
ハ
ノ
イ
）
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
所
式
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
坂
場
三
男
駐

ベ
ト
ナ
ム
大
使
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、

小
倉
和
夫
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

理
事
長
の
ス
ピ
ー
チ
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
主
賓

で
あ
る
グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ニ
ャ
ン
副
首

相
兼
教
育
訓
練
相
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
峰
岸
一
水
氏
に
よ
る
一
絃
琴

の
演
奏
と
、
タ
イ
ン
・
タ
ム
氏
に
よ
る
ダ
ン

バ
ウ
（
ベ
ト
ナ
ム
の
一
絃
琴
）
の
演
奏
が
あ
り
、

最
後
に
ホ
ア
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
・
ア
イ
ン
文
化

ス
ポ
ー
ツ
観
光
大
臣
に
よ
っ
て
乾
杯
の
音
頭

が
と
ら
れ
ま
し
た
。

小
倉
理
事
長
は
「
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ま
だ

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
種
、
小
さ
な
苗
木
、
こ

れ
が
大
き
な
木
に
生
長
す
る
た
め
に
は
、
た

く
さ
ん
の
肥
料
と
水
、
そ
し
て
温
か
い
手
入

れ
が
必
要
で
す
」「
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
木
は
日

本
の
も
の
で
も
、
土
は
ベ
ト
ナ
ム
の
土
。
ベ

ト
ナ
ム
の
土
と
日
本
の
木
、
あ
る
い
は
精
神

が
一
緒
に
な
っ
て
初
め
て
生
長
で
き
る
も
の

で
す
」
と
日
越
２
カ
国
語
で
挨
拶
。
ベ
ト
ナ

ム
の
ニ
ャ
ン
副
首
相
兼
教
育
訓
練
相
は
、

「
急
速
な
経
済
関
係
の
深
ま
り
の
一
方
で
、

文
化
・
教
育
面
で
の
交
流
促
進
が
日
越
の
相

互
理
解
を
深
め
る
に
ち
が
い
な
い
。
同
セ
ン

タ
ー
の
設
立
は
両
国
の
堅
固
な
関
係
を
反
映
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日
本
生
ま
れ
の「
木
」が

ベ
ト
ナ
ム
の「
土
」で
育
つ

安
藤

あ

ん

ど

う

一か

ず

生お

ベ
ト
ナ
ム
日
本
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

ベ
ト
ナ
ム
日
本
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

3月10日、ベトナム日
本文化交流センター
開所式にて一絃琴を
演奏する峰岸一水氏
（左）とダンバウを演奏
するベトナムのタイ
ン・タム氏



す
る
も
の
で
あ
り
、
日
越
外
交
関
係
樹
立
35

周
年
と
い
う
祝
賀
の
始
ま
り
で
も
あ
る
」
と

強
い
期
待
感
を
表
明
し
ま
し
た
。

峯
岸
一
水
氏
に
よ
る
一
絃
琴
の
演
奏
で

は
、
京
都
の
山
の
一
年
の
自
然
風
景
を
う
た

っ
た
『
泊
仙
操
』
の
中
か
ら
、
小
さ
な
小
川

が
だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
流
れ
と
な
り
、
や
が

て
大
き
な
大
河
と
な
る
様
を
描
く
夏
の
曲
を

演
奏
し
た
ほ
か
、
タ
イ
ン
・
タ
ム
氏
と
の
合

奏
な
ど
が
あ
り
、
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い
厳
か

な
緊
張
感
を
漂
わ
せ
ま
し
た
。

政
治
・
経
済
に
と
ど
ま
ら
ず

文
化
で
も
日
越
間
の
緊
密
化
を

３
月
11
日
、
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
、
日
越
両

国
の
政
府
関
係
者
お
よ
び
文
化
分
野
に
お
け

る
民
間
有
識
者
が
集
ま
り
、
官
民
合
同
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
で
は
、
ア
イ
ン
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光

大
臣
か
ら
、
「
国
交
樹
立
35
周
年
を
迎
え
、

日
越
両
国
は
政
治
や
経
済
に
お
い
て
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
緊
密
な
関
係

と
な
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
文
化
交
流
の
面

で
も
緊
密
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

日
本
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
を
歓
迎
す
る
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
坂
場
大
使
も
、
日
越
間
の
緊

密
化
を
政
治
・
経
済
的
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、

文
化
の
面
で
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と

強
調
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
小
倉
理
事
長
は
、
ベ
ト
ナ
ム

日
本
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
立
で
き
た
こ

と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
で
き

た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
明
し
、
こ

れ
か
ら
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い

う
問
題
提
起
を
行
な
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

日
本
語
教
育
の
促
進
で
は
日
本
語
教
師
の
育

成
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
ま
し
た
。

ま
た
、『
21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流

計
画
』
と
い
う
事
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
若
手
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
文
化
人
を

日
本
に
招
待
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
は
、
と
も
に
戦
争
の
傷

跡
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
歴
史
が
共
通

し
て
い
る
の
で
、
紛
争
や
戦
争
の
傷
跡
か
ら

復
興
途
上
に
あ
る
社
会
が
、
そ
の
文
化
的
誇

り
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事

業
を
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
ベ
ト

ナ
ム
側
と
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

分
野
別
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

側
よ
り
、
日
本
語
教
材
開
発
に
対
す
る
支
援

や
日
本
研
究
に
対
す
る
助
成
、
文
化
遺
産
関

係
者
の
教
育
に
対
す
る
支
援
、
ベ
ト
ナ
ム
文

化
の
日
本
へ
の
紹
介
に
対
す
る
支
援
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
側
か
ら
は
日
本
語
教
育
を
専
攻
す

る
大
学
院
や
日
本
研
究
の
核
と
な
る
ベ
ト
ナ

ム
日
本
研
究
学
会
の
創
設
、
ベ
ト
ナ
ム
の
音

楽
専
門
家
の
日
本
へ
の
派
遣
、
文
学
交
流
の

促
進
、
日
本
の
現
代
の
様
子
を
伝
え
る
日
本

の
ド
ラ
マ
の
Ｔ
Ｖ
放
映
な
ど
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

伝
統
文
化
か
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で

多
様
な
交
流
へ
の
期
待

３
月
12
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
ホ
テ
ル

で
、
日
越
間
の
文
化
交
流
の
現
状
と
今
後
の

改
善
を
テ
ー
マ
に
日
越
民
間
対
話
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム

双
方
か
ら
映
画
・
演
劇
・
文
学
な
ど
に
か
か

わ
る
文
化
人
が
集
ま
り
、
各
分
野
ご
と
に
自

由
な
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
民
間
対
話
に
参
加
し
た
映
画
監
督
フ
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3月10日、ベトナム日本文化交流センター開所式で挨
拶するグエン・ティエン・ニャン副首相兼教育訓練相

3月12日、ホーチミ
ンにおける民間対
話では、日越の文化
人が集まり、幅広
い文化交流につい
て意見を交換した



ァ
ム
・
ホ
ア
ン
・
ナ
ム
氏
は
、
現
在
の
日
本

文
化
紹
介
は
着
物
や
生
け
花
な
ど
の
伝
統
文

化
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
か

ら
の
文
化
交
流
は
若
者
を
対
象
と
す
べ
き
で
、

Ｊ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
よ
う
な
現
代
文
化
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
文

学
に
関
し
て
、
作
家
の
グ
エ
ン
・
ザ
ン
・
ラ

ム
氏
は
、
「
日
本
文
学
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家

を
２
人
も
輩
出
し
て
い
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

翻
訳
の
質
も
低
い
」
と
述
べ
、
翻
訳
の
質
の

向
上
と
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
も
日
本
の
文
学
が

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ベ
ト
ナ
ム
文
学
に
関
し
て
も
、
「
日
本

へ
の
ベ
ト
ナ
ム
文
学
の
紹
介
は
十
分
な
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
は
古
典
文
学
の
み
な
ら
ず
、

現
代
文
学
作
品
の
翻
訳
に
対
す
る
助
成
機
関

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

日
本
研
究
・
日
本
語
教
育
に
関
し
て
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
大
学
人
文
社
会
校
の
グ
エ
ン
・
テ

ィ
ン
・
ル
ッ
ク
氏
は
、
「
現
在
、
日
越
間
の

国
際
的
な
共
同
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

助
成
金
を
得
た
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
共
同

研
究
ば
か
り
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
日
本

研
究
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
い
」

と
指
摘
し
、
研
究
者
の
育
成
に
対
す
る
支
援

を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
育
の

現
状
に
つ
い
て
、
学
習
者
の
数
が
ベ
ト
ナ
ム

北
部
よ
り
南
部
で
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
質
は
依
然
と
し
て
高
く
な
い
こ

と
、
南
部
の
学
習
者
の
多
く
が
、
就
業
の
た

め
な
ど
実
用
的
な
目
的
で
日
本
語
を
学
ん
で

お
り
、
深
い
研
究
目
的
で
学
ぶ
ケ
ー
ス
が
少

な
い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、

「
日
越
の
文
化
交
流
は
経
済
交
流
に
比
べ
遅

れ
て
い
る
。
日
本
の
発
展
は
そ
の
伝
統
の
上

に
現
代
的
な
も
の
を
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
の
で
、
そ
の
経
験
を
伝
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、

ま
ず
、
小
倉
理
事
長
よ
り
、
現
状
認
識
に
お

い
て
ベ
ト
ナ
ム
側
と
日
本
側
に
ず
れ
が
あ
る

こ
と
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
事

業
も
、
最
近
で
は
、
現
代
文
化
の
紹
介
が
主
流

で
あ
り
、
伝
統
的
な
文
化
紹
介
は
ほ
と
ん
ど

行
な
っ
て
い
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
参
加
者
の
専
門
分
野
ご
と
に
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ホーチミン

日越文化交流フォーラム（民間対話）
日時 2008年3月12日

場所 ニューワールドホテル

司会進行 小倉和夫（ジャパンファウンデーション理事長）

参加者
［日本］ 上野邦一（奈良女子大学特任教授）

岡 素之
（住友商事会長、日本経団連日越経済委員会委員長）
高樹のぶ子（作家）
徳丸吉彦（放送大学客員教授）
長谷川祐子（東京都現代美術館事業課課長）
古田元夫（東京大学教授）

［ベトナム］チュオン・ゴック・アィン（女優）
ダム・ヴィン・フン（歌手）
グエン・ザン・ラム（作家）
グエン・ティン・ルック
（ベトナム国家大学ホーチミン市科学社会人文校日本学科長）
リー・ホアン・リー（アーティスト）
レー・ゴック・チャ（ホーチミン師範大学教授）
ファン・ホアン・ナム（映画監督）
タィン・ロック（舞台俳優）

プログラム １：出席者紹介
２：水城幾雄在ホーチミン総領事挨拶
３：問題提起　
４：ベトナム側発言
５：日本側発言　
６：自由討論

ハノイ
日越文化交流フォーラム（官民合同会議）
日時 2008年３月11日

場所 ベトナム文化スポーツ観光省

共同議長 山本忠通
（日本／外務省広報文化交流部長）

グエン・ヴァン・ニャン
（ベトナム／文化スポーツ観光省国際関係局次長）

参加者（氏名・所属・専門分野）

［日本］ 上野邦一（奈良女子大学特任教授／文化遺産保存）
岡 素之
（住友商事会長、日本経団連日越経済委員会委員
長／人材育成）

小倉和夫（ジャパンファウンデーション理事長）
小野幸嗣（文部科学省国際局課長補佐／留学生交流）
坂場三男
（駐ベトナム日本国特命全権大使／日越関係全般）

高樹のぶ子（作家／文学）
徳丸吉彦（放送大学客員教授／伝統文化・音楽）
長谷川祐子（東京都現代美術館事業課課長／美術）
松谷孝征（日本動画協会理事長／映像・漫画・アニメ）
古田元夫（東京大学教授／研究交流）

［ベトナム］ホアン・トゥアン・アイン（文化スポーツ観光大臣）
レー・ゴック・ディン
（文化スポーツ観光省国際協力局次長）
ヴー・ハック・リエン（越日文化交流協会会長）
ゴ・スアン・ビン
（東北アジア研究院院長兼日本研究センター長）
グエン・バン・ハオ（ハノイ貿易大学）
グエン・フォック・フン（文化遺産局次長）
ブイ・ドック・ティエップ
（ベトナム教育訓練省戦略および教育プログラム研
究員事務所長ほか）

プログラム
●総論（発表）：日越文化交流に関する現状および

課題について
●各論１（発表）：文化芸術交流について

文化遺産保存について
●文化交流、文化協力についての自由討論
●各論2（発表）：知的交流（研究交流、相手国研究）について

人材育成（相手国語教育、留学生交流、
青年指導者教育）について

●教育交流、研究交流についての自由討論

※敬称略

※敬称略



発
言
が
あ
り
、
放
送
大
学
客
員
教
授
で
音
楽

学
者
の
徳
丸
吉
彦
氏
は
、
「
伝
統
音
楽
の
継

承
に
は
新
た
な
教
育
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
伝
統
音
楽
の
専
門
家
を
日
本
に
派

遣
し
、
す
ぐ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
音
楽
を
日
本

に
紹
介
す
べ
き
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。

東
京
都
現
代
美
術
館
チ
ー
フ
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
長
谷
川
祐
子
氏
は
、「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
の
よ
さ
は
建
築
に
あ
る
。日
本
に
お
い

て
は
、伝
統
と
近
代
が
交
わ
っ
た
、す
ば
ら
し

い
作
品
が
あ
る
の
で
、
日
本
の
建
築
と
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
日
本
の
ア
ー
ト
の
現
状
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
説
家
の
高
樹
の
ぶ
子
氏
は
、
文
学
は

心
情
を
伝
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
有
効
な
器

で
あ
る
と
し
、
日
越
文
学
交
流
の
重
要
性
に

つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
教
授
で

ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
が
専
門
の
古
田
元
夫
氏
は
、

東
ア
ジ
ア
の
交
流
上
意
義
が
あ
る
と
し
て
、

漢
字
教
育
の
復
活
を
提
案
し
ま
し
た
。

最
後
に
民
間
の
立
場
か
ら
、
住
友
商
事
岡

素
之
会
長
が
、「
交
流
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

人
び
と
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
か
ら
交
流

す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
野
の
人
が
真
剣

に
な
っ
て
望
ま
な
い
と
交
流
は
進
ま
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
、
同
社
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

提
供
し
た
テ
レ
ビ
番
組
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ワ

ー
」
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
の
民
間
対
話
は
、
多
様
な

分
野
の
文
化
人
が
一
同
に
会
し
、
率
直
な
意

見
交
換
を
行
な
っ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
多
様
な
分
野
で

の
文
化
交
流
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
若
い
世
代
を
育
む

文
化
交
流
事
業
へ

日
越
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
両
国
間
、

両
国
民
間
の
相
互
理
解
の
促
進
の
た
め
、
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
語
教
育
、
日
本
に
お

け
る
ベ
ト
ナ
ム
語
教
育
の
拡
充
、
な
ら
び
に

日
本
研
究
、
ベ
ト
ナ
ム
研
究
の
促
進
が
重
要

で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
努
力
を
さ
ら
に
続
け

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
両
国
民
間
の

理
解
の
促
進
に
お
い
て
は
、
現
在
の
生
活
文

化
や
若
者
文
化
の
紹
介
が
大
切
で
あ
り
、
ま

た
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
一
層
促
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
日
本
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て
は
、
25
歳
以
下
の
若
者
が
、
全
人
口
の
５
割

を
占
め
る
と
い
う
人
口
構
成
を
持
つ
ベ
ト
ナ

ム
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
若
い
世
代
を
対
象

と
し
た
事
業
を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
の
基
幹
事
業
で
あ
る
、
日
本
語
事

業
、
日
本
研
究
・
知
的
交
流
、
文
化
芸
術
交
流

事
業
の
３
分
野
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て

い
く
こ
と
、
日
本
語
お
よ
び
日
本
研
究
分
野

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
国
内
外
の
関
係

機
関
と
の
連
携
が
、
今
後
の
重
要
課
題
で
す
。

日
本
語
事
業
分
野
で
は
、
03
年
か
ら
中
等

レ
ベ
ル
の
日
本
語
教
育
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
教
員
確
保

の
問
題
や
教
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
教
材
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
教
育
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
つ
つ
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
相
互
理
解
推
進
の
た
め

に
、
活
発
に
支
援
事
業
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。a
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3月11日、文化スポーツ観光省会議場の前
で記念撮影に臨む官民合同会議の出席者

あんどう かずお●ジャパンフ
ァウンデーション クアラルンプ
ール日本文化センター所長、
ニューデリー事務所長、ジャ
カルタ日本文化センター所長
を歴任後、本年3月より現職

2月15日、ベトナム日本文化
交流センター設立決定書を
文化スポーツ観光省から受
け取る筆者（左）




